
令和４年度いじめ対策・不登校支援及び中途退学防止事業
教育活動充実支援事業【インターンシップ】研究成果発表

宮城県白石高等学校 七ヶ宿校
生徒1人1人の可能性を広げるインターンシップと教員研修

１ インターンシップの実施
7月：1年生の希望者と2年生全員
11月：１・２年生全員
主体的体験の学び場として
将来の進路実現をイメージ
しながら取り組みました

３ インターンシップ
成果発表会（2/15）

生徒１８人が発表。
受入事業所４社が参加。
発表にコメントいただく。
講師（宮城学院女子教育大学
梅田真理教授）より指導助言

２ 教員研修会
（全2回①10/26②2/15）
【講師】宮城学院女子大学
教授 梅田 真理

【内容】生徒への支援に関する講演と授業検討
【参加者】校外教員①６人②３人
校内教員 10人

効果的支援と変容する生徒の姿

成果発表において，生徒がｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟでの発
見や楽しさ，気付きなどの良さを互いに認め合う
場として生かし，豊かな人間関係を形成する

生徒自身が地元の就業体験（キャリア）で果たし
た貢献（肯定感）を，自らの手で，新たな学びの
意欲につながる「動機付け」ができる

生徒の興味関心や職業観をｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ事
業所と共通理解し，具体の到達目標をつくる

授業検討会の様子

地元企業での就業体験

成果発表会

【本事業における取組と成果】◆令和４年度生徒数は３６人であり，小・中学校で不登校の経験や通級学級で学んできた生徒も多く在籍している。多くの生
徒は，他とのコミュニケーションに苦手意識をもっており，自分から話しかけたり人前で発表することに苦手意識が強く，自己肯定が低い。インターンシッ
プの成果発表会では，①挨拶や職場でのコミュニケーション ②継続的に仕事をする集中力や体力面での課題を挙げた生徒が多い。インターンシップ及び事
後の成果発表会を通して，自己の課題への気づきが得られ，受け入れ事業所の担当者や講師から助言や励ましを得られたことは，次なるステップへの自信と
なると思われる。今後もインターンシップ及び成果発表会によって，卒業後の生活により具体のイメージをもって,主体的に進路選択をする意識を高めるとと
もに，それぞれ自己の課題へのステップアップのきっかけとしたい。
◆教員研修会では講演や実践発表および検討会により，日々の生徒への支援や対応に関する研鑽を深めることができた。また管内の中学校の先生方の参加を
得て，悩みを共有し，情報交換できたことは，中学校との連携による学びの継続の観点から一歩が踏み出せたと考えており，今後も継続していきたい。

地元企業とのつながりや生徒の希望を生かしたｲ
ﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入事業所との協力・打合せを行う

＜インターンシップ実施先＞敬称略
みやぎ蔵王七ヶ宿スキー場，（株）島貫建工，旬の市七ヶ宿農
林産物直売所，（株）ミヤギタノイ，道の駅七ヶ宿（以上
7/25・26実施）イオン東北（株）船岡店・（株）ヤマザワ白
石東店・（株）大安工業所角田工場・（株）おてんとさん角田
店・（株）ヤマザワ白石北店・七ヶ宿観光開発（株）道の駅
七ヶ宿・（株）ミヤギタノイ・旬の市七ヶ宿農林産物直売所・
関保育所・白石市図書館・（株）EMデバイス・Aコープ東日本
槻木店・（株）庄司製作所・柴田町図書館・ダイユーエイト大
河原店・（株）フローラメモリアルホール柴田（以上１１/１
５・１６実施）


